
参考資料１ 

「常用漢字表の字体・字形に関する指針（報告）」 
（平成２８年文化審議会国語分科会）（抜粋） 

第１章常用漢字表「（付）字体についての解説」の考え方 
２ 常用漢字表における字体・字形等の考え方（P7） 
◆字体 
（略） 
字体は骨組みであるから，それが実際に印刷されたり，手で書かれたりする 

場合は，活字独特の装飾的デザインや，人それぞれの書き方の癖や筆勢などで

肉付けされた形で表れる。したがって，ある一つの字体が印刷されたり書かれ

たりして具体的に出現する文字の形は一定ではなく，同じ文字として認識され

る範囲で，無数の形状を持ち得ると言える。仮に，文字の形の整い方が十分で

なく，丁寧に書かれていない場合にも，また，美しさに欠け稚拙に書かれてい

る場合にも，その文字が備えておくべき骨組みを過不足なく持っていると読み

取れるように書かれていれば，それを誤った文字であると判断することはでき

ない。 
翻って言えば，「字体」とは，同じ文字として様々に肉付けされた数多い個別

の文字の形状それぞれから抽出される共通した特徴であり，文字の具体的な形

状を背後で支えている抽象的な概念と言うこともできる。字体は，文字を見分

け判別する際の基準，文字として社会的に通用するかどうかの基準として，社

会全体で共有されることが必要なものである。 

第２章明朝体と手書き（筆写）の楷書との関係（P 58） 
４手書き（筆写）の楷書では，いろいろな書き方があるも 
の 
（６）その他 
エ その他 
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